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東
田
沢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
政
市
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葉
た
ば
こ
増
産
時
代
の
昭
和
四
十
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
十
一
月
、
家
族
と
従
業
員
で
六
日
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
越
路
荘
へ
慰
安
旅
行
し
た
と
き
の
懐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
い
写
真
で
す
。
当
時
は
村
内
最
大
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
作
物
で
、
東
田
沢
の
ほ
と
ん
ど
の
家
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
作
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
分
の
一
に
減
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
月
初
旬
の
大
安
吉
日
に
種
ま
き
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
、
十
月
中
旬
か
ら
十
二
月
中
旬
に
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
て
の
出
荷
で
一
年
中
忙
し
く
働
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ま
し
た
。
生
産
調
整
を
強
い
ら
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
る
現
在
の
農
業
情
勢
を
思
え
ば
、
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
こ
ろ
が
本
当
に
懐
し
く
働
き
が
い
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
た
し
の
娘
に
抱
か
れ
て
い
る
初
孫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
今
は
高
校
生
。
月
日
の
た
つ
の
は
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
に
早
い
も
の
で
す
。
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7月21日／13：30～14：00／上村病院

7月21日／12：45～13：00／上村病院／家族計画

7月26日／10：00～15：00／保健センター前

7月11、13、14、17、18、20、24、31、8月1日
畷
　
、

蹴
［
　
撚

下、8月8日／9：00～10：30／如来寺、角間、葎沢、土倉

　　（力小出

4：30／芋沢、高道山、朴木沢、市之越

田、たか羽、白羽毛、程島

小原、東田沢、豊里、新屋敷、0：30／

堀之内

4：30／30／上山、宮中、干溝、通り山

30／田中、田代、下山、重地

30／桔梗原、芋川、芋川新田、倉俣

30／新里、原町、田沢、山

30／桂、荒屋、西方、西田
　　、

方、西田尻、東田尻

蝦

心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00

14㈹ 相談員藤田義一）

15仕）

⑬（日）
田代七ツ釜まつり（10：00～15：00）

休日救急医（至誠堂医院〈十日町市〉a52－3276〉 当も あのいいけし
に今わりこるまて　’

村老人クラブ連合会ゲートボール大会（村民グランド 早はたまろ現しの十
17（月） 9：00～） い高ししが在た出月

も校のた本の　。荷中
の生娘　o当農生で旬

18（幻 で　◎に　　に業産一か
す月抱　　懐情調年ら
o日か　　し勢整中十

19休）
村民教養講座（総合センター19：30～） のれ　　くをを忙二

たて　　働思強し月
つい　　きえいく中

村老人クラブ連合会囲碁将棋大会（老人センター のる　　がばら働旬
20休） 9：00～） は初　　い　’れいに

本孫　　があててか
夏の交通事故防止運勤～賜

21㈹ 心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00
樋口永蔵）妊婦検診・母親学級（右参照）

22（土）

⑳（日）
参議院議員通常選挙投票日
休日救急医（富田医院〈十日町市〉魯52－3269）

口　　　㊦

26㈹
献血日（右参照） P　、¶口’　　　　　　　o

27休）
■妊婦検診　7月21日／

■母親学級　7月21日／

28働
心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00

相談員江口行男）行政相談日（老人福祉センター
13：00～16：00相談員山田正平）

8献　　血　7月26日／

日子宮ガン検診

7月11、13、14、17、
29仕）

⑳（日〉
村民体青大会（中里中グランド9：00～15：00）

休日救急医（中条病院057－3018） k
ノ

％㈹
心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00
相談員根津　敬）

8月8日／9：00～10
　　（力　小出

鋤 13：00～14

5（土）
ビールパーティー〈ソフィア主催〉（P11参照）

朴木沢新圧

8月9日／9：00～10
㊥（日）

休日救急医（上村病院a』63－2111）
㈱　本屋敷、塘

13：00～14
村民健康検診11日まで（右参照）

8（幻 8月10日／9：00～10
㈲13：00～14

9㈱
村民小学校親善水泳大会（田沢小プール）

清田山

8月11日／9：00～10
※変更する場合があります。御用の際は担当課で確認を。 働13：00～14

■妊婦検診

■母親学級

8献　　血
日子宮ガン検診

灘

　
六
月
十
八
日
、
市
之
越
の
上

越
国
際
清
津
ス
キ
ー
場
で
行
わ

れ
た
第
二
回
と
き
め
き
を
食
う

会
の
一
コ
マ
で
す
。
天
か
ら
舞

い
降
り
て
き
た
と
伝
え
ら
れ
る

「
か
ぐ
や
姫
」
が
「
お
ば
あ
さ

ん
」
と
久
し
ぷ
り
に
再
会
し
た

場
面
で
、
参
加
者
が
ス
テ
！
ジ

ま
で
連
れ
て
い
く
と
こ
ろ
で
す
。

♂2

編
集
後
記

　　　φ・一臼勒》ひ●一。、

　　！4移予庫表
7月11日～8月10日

※変更する場合があります。御用の際は担当課で確認を。

　
今
年
の
交
通
事
故
の
発
生
件

数
は
、
六
月
末
で
八
件
と
昨
年

よ
り
五
件
も
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。
七
月
二
十
一
日
か
ら
八

月
二
十
日
ま
で
の
一
ヵ
月
間
は
、

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動
期
間

で
す
。
こ
れ
か
ら
夏
休
み
の
時

期
を
迎
え
、
海
や
山
に
と
楽
し

い
計
画
を
し
て
い
る
こ
と
と
思

い
ま
す
が
、
、
毎
年
こ
の
時
期
に

な
り
ま
す
と
帰
省
や
家
族
旅
行

な
ど
で
の
悲
惨
な
交
通
事
故
の

ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
ま
す
。
ハ
ン

ド
ル
を
握
っ
た
ら
ス
ピ
ー
ド
を

控
え
安
全
運
転
に
心
が
け
て
く

だ
さ
い
。

毎月10日発行

％
囎

《No．396》

●
　　　　並

報

、

犠
轟
奮
玄
負
ξ
禽
、

か《蕩顛うUFO郵やってきた

　　叢どきめきを食う会r



遺
、
、

2

お
元
気
で
す
か

　
ト
ト
や灘ぴ
6

＝

「
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
と
お
年
寄
り
世
帯
に
真
心
を
込
め
た

タ
食
を
」
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
の
協
力
で
、
六
月
か
ら
月
二

回
の
老
人
給
食
サ
ー
ビ
ス
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
お
年
寄

り
た
ち
に
タ
食
が
届
け
ら
れ
る
ま
で
の
初
日
を
追
っ
て
み
ま
し
た
。

今日から始めましたよ、おばあちゃん

　
午
後
一
時
三
十
分
、
保
健
セ
ン
タ

ー
の
調
理
室
に
給
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
人
た
ち
十
一
人
が
集
ま
っ
て
、
早

速
調
理
の
開
始
で
す
。

　
今
日
の
配
達
は
三
十
一
人
分
。
献

立
は
、
コ
ロ
ッ
ケ
、
か
ぼ
ち
ゃ
の
し

ょ
う
油
煮
、
ピ
ー
マ
ン
の
肉
詰
め
な

ど
品
数
が
豊
富
で
、
和
風
の
食
べ
や

す
い
も
の
が
中
心
で
す
。
最
初
に
し

て
は
、
み
な
さ
ん
手
際
よ
く
、
そ
れ

ぞ
れ
分
担
し
な
が
ら
作
業
が
順
調
に

進
み
ま
す
。
お
い
し
そ
う
な
に
お
い

が
室
内
に
プ
ン
プ
ン
。
い
よ
い
よ
調

理
は
完
了
。

　
次
は
盛
り
付
け
で
す
。
テ
ー
ブ
ル

の
上
に
並
べ
ら
れ
た
弁
当
箱
の
中
に
、

出
来
た
て
の
ご
ち
そ
う
を
順
序
よ
く

入
れ
ま
す
。
み
な
さ
ん
、
異
口
同
音

に
「
最
初
に
し
て
は
よ
く
で
き
た
ね
」

と
満
足
そ
う
。

　
午
後
四
時
、
夕
食
が
出
来
上
が
っ

た
の
を
見
計
ら
っ
て
配
達
す
る
人
た

ち
六
人
が
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
「
じ

い
ち
ゃ
ん
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
家
に
い
て

く
れ
た
ら
い
い
ん
だ
が
な
あ
」
と
藤

田
義
一
さ
ん
（
宮
中
）
は
言
い
ま
す
。

六
地
区
に
分
か
れ
、
さ
あ
、
み
ん
な

が
待
っ
て
い
る
家
へ
と
出
発
で
す
。

　
「
ご
め
ん
く
だ
さ
い
。
ば
あ
ち
ゃ

ん
い
た
か
い
」
　
「
外
に
出
ね
で
待
っ

て
た
て
の
。
あ
り
が
て
こ
っ
た
。
ご

っ
づ
お
ん
な
る
ぜ
」
と
あ
る
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
。
最
初
の
不
安
を
払
い
の
け

る
よ
う
に
、
藤
田
さ
ん
の
顔
が
ほ
こ

ろ
び
ま
す
。

　
本
当
に
、
こ
の
日
を
お
年
寄
り
の

み
な
さ
ん
は
、
楽
し
み
に
し
て
い
た

よ
う
で
し
た
。

陰
の
力
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
人
た
ち
大
活
躍

　
こ
の
老
人
給
食
サ
ー
ビ
ス
は
、
と

か
く
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
六
十

五
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄

り
と
お
年
寄
り
だ
け
の
世
帯
に
対
し
、

健
康
維
持
の
た
め
に
栄
養
の
バ
ラ
ン

ス
を
取
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
社

会
的
な
ふ
れ
あ
い
を
与
え
弧
独
感
を

な
く
し
て
も
ら
お
う
と
、
村
社
会
福

祉
協
議
会
が
準
備
を
進
め
て
い
た
も

の
で
す
。

　
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
陰
の
力
と
し
て

支
え
て
い
る
の
は
、
九
十
人
余
り
の

給
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
で
す
。

六
班
に
分
か
れ
、
毎
月
第
二
・
第
四

水
曜
日
の
二
回
、
交
替
で
料
理
や
配
達

を
分
担
し
、
希
望
者
に
夕
食
が
届
け

ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
人
た
ち
の
心
温
ま
る
協
力
な

し
に
は
で
き
ま
せ
ん
。

心
待
ち
に
す
る

　
　
　
　
お
年
寄
り
た
ち

　
村
内
の
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り

は
、
四
月
一
日
現
在
で
三
十
五
人
、

お
年
寄
り
だ
け
の
世
帯
は
六
十
八
世

帯
と
そ
の
数
は
年
々
確
実
に
増
え
て

い
ま
す
。

　
村
で
も
こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
ほ
か
に
、

一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
を
対
象
と

し
た
昼
食
会
を
年
二
回
開
い
て
い
ま

す
。
だ
れ
で
も
食
事
は
大
勢
で
楽
し

く
取
り
た
い
も
の
で
す
。
特
に
一
人

暮
ら
し
の
お
年
寄
り
に
と
っ
て
は
、

大
勢
の
人
と
一
緒
に
食
事
を
し
た
り

す
る
こ
と
で
、
元
気
づ
け
ら
れ
る
こ

と
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
今
後
さ
ら
に
進
む
と
い
わ
れ
る
高

齢
化
社
会
に
向
け
、
こ
れ
ら
の
サ
ー

ビ
ス
は
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
き

ま
す
。

楽しみにしている年2回の昼食会

蓄村内の一人暮らし老人世帯・老人のみ世帯数の推移禽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
50　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノa2

11一人暮らし老鵬帯29茎レ33老翁35

　　　221920　　〆28111ず一で1ぎ一破気のみ世帯
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、
テ
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田中

南雲ノリさん

お
年
寄
り
の

　
　
　
　
役
に
立
ち
た
い

　
わ
た
し
は
孫
が
小
学
校
に
入
学
し

た
の
を
機
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
は
じ
め
ま
し
た
。
か
つ
て
、
看
護

婦
を
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
お
年

寄
り
の
人
た
ち
か
ら
喜
ん
で
も
ら
え

る
こ
と
を
や
り
た
か
っ
た
の
で
す
。

　
六
月
か
ら
夕
食
サ
ー
ビ
ス
が
実
施

さ
れ
る
こ
と
を
聞
き
大
変
う
れ
し
く

思
い
ま
し
た
。
お
年
寄
り
か
ら
「
大

事
に
し
て
く
れ
て
あ
り
が
た
い
」
と

言
わ
れ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
一
生

懸
命
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。
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逡
、
、

〃
0
だ
会

み
塑

懸難

喋》
爺娩磯劉

道具をそろえ練習に弾あ

　　　清津峡樽ばやし保存会
自治宝くじ・コミュニティ助成事業で購入

纂　
清
津
峡
地
区
に
「
清
津
峡
樽

ば
や
し
」
が
で
き
て
、
今
年
で

五
年
目
に
な
り
ま
す
。

　
当
時
の
清
津
峡
小
学
校
長
の

発
案
で
始
ま
っ
た
こ
の
樽
ば
や

し
も
、
清
津
峡
樽
ば
や
し
保
存

会
（
会
長
桑
原
清
一
〉
を
結

成
し
、
清
津
峡
小
の
児
童
や
地

域
の
青
年
が
中
心
と
な
っ
て
活

動
し
て
い
ま
す
。
年
々
村
内
外

で
の
公
開
が
盛
ん
に
な
っ
て
き

て
お
り
、
地
域
ぐ
る
み
で
の
活

動
が
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
ど
、
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
作
り
や
青
少
年
の
健
全

育
成
に
寄
与
し
て
い
る
と
し
て
、

㈱
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
行
っ

て
い
る
「
自
治
宝
く
じ
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」
で
、
二

百
万
円
の
助
成
を
受
け
道
具
や

衣
装
を
そ
ろ
え
ま
し
た
。

　
会
長
の
桑
原
さ
ん
は
「
発
足

当
時
か
ら
道
具
が
不
足
し
て
い

た
し
、
演
奏
者
も
増
え
困
っ
て

い
た
。
ま
た
活
動
に
ふ
さ
わ
し

い
衣
裳
も
そ
ろ
っ
た
の
で
、
こ
れ

か
ら
益
々
練
習
や
公
開
に
弾
み

が
つ
く
」
と
、
う
れ
し
そ
う
に

話
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
助
成
で
衣
装
や
太
鼓
等

楽
器
の
ほ
か
に
般
若
面
振
毛
（
二

面
）
、
の
ぼ
り
（
二
本
）
を
購

入
し
ま
し
た
。

ミスJR日本海と長岡短大生も特別参加あっ、UFOだ．

、

露
譲
誌
韓

轟
轍
灘
糞
餓
鍛
離
晶

　
　
　
　
　
　
　
木
林
調
査
」
結
果
が
、
こ
の
ほ

　
　
　
　
　
　
　
ど
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ギ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鑑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瓢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斑
離

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
槻

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
村
内
の
巨

木
総
数
は
三
十
二
本
で
、
ス
ギ

ニ
十
二
本
、
ケ
ヤ
キ
六
本
、
コ

ウ
ル
実
二
本
、
ブ
ナ
ニ
本
と
な

っ
て
い
ま
す
。
村
内
一
の
巨
木

は
、
葎
沢
の
神
杜
境
内
に
あ
る

大
ス
ギ
で
幹
回
り
が
六
・
九
灯

あ
り
ま
す
。

　
ち
な
み
に
日
本
一
の
巨
木
は
、

鹿
児
島
県
内
に
あ
る
ク
ス
ノ
キ

で
二
十
四
・
二
灯
、
県
内
で
は

東
蒲
原
郡
三
川
村
の
「
将
軍
ス

ギ
」
十
六
灯
が
最
高
と
な
っ
て

い
ま
す
。

順位 場　　　　所 幹回り

ス
　
　
　
　
　
ギ

1 葎　沢（神社） 6．gm

2 高道山（神社） 5．0

3 宮　中（神社） 4．8

4 如来寺（如来様） 4．5

5 倉　俣（東光寺） 4．4

ケ
　
　
ヤ
　
　
キ

1 堀之内（神　社） 4．1

2 重　地（神社〉 3．5

3 程　島（神社） 3．1

4 田　沢（神社） 3．0

5 通り山（神社） 3．0

コ
ウ
ル
実

1 小出（藤ノ木武治） 4．2

2 通り山（神社） 3．0

ブ
ナ
1 桔梗原（神社） 3．3

2 桔梗原（神社） 3．2

　　　　　　　　　　　　　　　鵬　　　　　　　　　　　　　』睡　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　騰　　　　　　鞭蓑　　縣麟灘
盤、
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荒
屋
地
内
で

　
　
国
道
改
良
工
事
始
ま
る

　
六
月
二
十
二
日
　
荒
屋
地
内

の
国
道
一
一
七
号
線
改
良
工
事

の
起
工
式
が
行
わ
れ
、
中
里
村

で
の
工
事
が
本
格
的
に
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　
工
事
区
間
は
、
板
場
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
前
か
ら
荒
屋
神
社

前
ま
で
の
延
長
四
百
灯
で
す
。

十
月
末
こ
ろ
ま
で
に
は
、
幅
員

十
七
・
七
レ
川
（
車
道
七
灯
、
堆

雪
ス
ペ
ー
ス
両
側
四
灯
、
歩
道

両
側
六
・
七
材
）
の
道
路
が
完

成
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
、
十
二
件
の
家

屋
移
転
が
済
み
工
事
の
着
工
を

待
つ
ば
か
り
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
村
で
は
同
時
に
水

道
の
埋
設
工
事
も
行
い
ま
す
。

　
村
内
の
国
道
一
一
七
号
線
の

改
良
工
事
は
、
清
津
橋
か
ら
国

道
三
五
三
号
線
の
交
差
点
ま
で

を
　
建
設
省
長
岡
国
道
事
務
所

が
、
ま
た
、
こ
の
交
差
点
か
ら

七
川
橋
ま
で
を
十
日
町
土
木
事

務
所
が
担
当
し
ま
す
。

　
今
年
度
分
は
、
こ
の
ほ
か
に

山
崎
、
上
山
地
内
で
用
地
買
収

が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　
な
お
、
村
で
も
、
山
崎
地
内

の
家
屋
移
転
に
対
応
す
る
た
め

に
、
バ
ス
回
転
場
か
ら
村
道
山

崎
・
荒
屋
線
ま
で
、
国
道
三
五

三
号
線
に
平
行
し
て
村
道
の
新

設
工
事
を
着
工
し
ま
し
た
。

4

老
人
保
健
施
設
『
レ
イ
ン
ボ
ー
．
ヴ
ィ
ラ
・
清
津
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
村
病
院
に
併
設

　
㈲
上
村
病
院
で
は
、
お
年
寄

り
か
ら
社
会
と
の
密
接
な
関
係

を
も
ち
疎
外
感
を
な
く
し
、
い

き
い
き
と
生
活
し
て
も
ら
お
う

と
在
宅
療
養
と
病
院
の
中
間
的

な
「
老
人
保
健
施
設
」
の
建
設

に
六
月
十
三
日
着
工
し
ま
し
た
。

　
こ
の
施
設
は
、
リ
ハ
ビ
リ
の

必
要
の
あ
る
寝
た
き
り
老
人
、

準
寝
た
き
り
老
人
や
痴
呆
性
老

人
を
対
象
と
す
る
も
の
で
、
あ

る
程
度
よ
く
な
っ
た
ら
家
庭
に

帰
る
こ
と
が
大
き
な
目
的
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
事
業
費
は
約
七
億
六
千
万
円

（
設
備
含
む
）
で
、
鉄
筋
三
階

建
て
〈
二
、
八
五
〇
平
方
折
〉

の
施
設
を
当
病
院
に
併
設
。
療

養
室
八
十
床
、
車
い
す
の
ま
ま

入
浴
で
き
る
浴
室
や
レ
タ
リ
ェ

ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
な
ど
が
設
備

さ
れ
ま
す
。

　
虹
の
よ
う
な
七
色
の
希
望
が

持
て
る
か
け
橋
の
施
設
に
と
、

愛
称
「
レ
イ
ン
ボ
ー
・
ヴ
ィ
ラ
・

清
津
」
と
名
付
け
ら
れ
、
来
年

四
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　
な
お
、
厚
生
省
の
モ
デ
ル
事

業
と
し
て
一
部
補
助
が
決
定
し
、

村
で
も
事
業
費
の
五
％
相
当
額

を
助
成
す
る
こ
と
が
議
会
で
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

『レインボー・ヴィラ・清津』完成予想図
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献血思守るう．尊“命’
7月は『愛の血液助け合い運動』です

献血目
　　　7月26目㈱
じかん10：00～12：00

　　　　13：00～15：00

ばしょ保健センター前

論o∠＼
　
　
〆

　
　
　
　
”
●
θ

ノ

ツ

ρ
あ薫
焔

己
と
σ

　
、

　
国
民
の
健
康
と
生
命
を
守
る
と
い
う
重
要
な
役
割
を
担
う
、
献
血
。

献
血
は
、
見
知
ら
ぬ
だ
れ
か
の
た
め
に
自
分
が
で
き
る
こ
と
を
す
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
こ
に
は
、
単
に
血
液
を
提
供
す
る
と
い
う
だ

け
で
な
く
、
心
の
豊
か
さ
が
こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
医
学
の
進
歩
に
つ
れ
て
、
輸
血
用
血
液
の
需
要
は
増
大
し
て
お
り
、

科
学
が
す
ば
ら
し
く
進
歩
し
た
今
日
で
も
、
人
の
命
を
救
う
血
液
だ

け
は
い
ま
だ
に
人
工
的
に
作
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
尊
い
生
命
と

健
康
を
守
る
た
め
に
進
ん
で
献
血
に
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

献
血
に
は

　
　
　
三
つ
の
方
法
が

　
二
百
謡
献
血
・
四
百
謡
献
血

は
、
血
液
を
そ
の
ま
ま
献
血
し

て
い
た
だ
く
方
法
で
す
。
ま
た
、

成
分
献
血
は
、
血
液
中
の
血
漿
・

血
小
板
と
い
う
成
分
だ
け
を
献

血
し
て
い
た
だ
き
、
同
時
に
赤

血
球
な
ど
の
成
分
は
献
血
者
に

お
返
し
す
る
献
血
方
法
で
す
。

四
百
㎡
献
血

　
　
ご
安
心
く
だ
さ
い

　
わ
た
し
た
ち
の
体
内
を
流
れ

て
い
る
血
液
の
量
は
、
個
人
差

が
あ
り
ま
す
が
体
重
一
㎏
に
つ

き
男
性
は
約
八
十
謡
、
女
性
は

七
十
謡
で
す
。
体
重
六
十
㎏
の

男
性
で
は
、
四
千
八
百
謡
の
血

液
量
と
な
り
ま
す
。

　
体
内
の
血
液
量
の
一
五
％
以

内
が
失
わ
れ
て
も
医
学
的
に
問

題
が
な
い
こ
と
が
実
証
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
四
百
醜

献
血
を
し
て
も
健
康
や
日
常
生

ラ上以回30　者労功血献

活
に
支
障
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
四
百
謡
の
献
血
は
、
肝
炎
な

ど
の
輸
血
に
よ
る
病
気
の
感
染

や
、
そ
の
他
の
輸
血
の
副
作
用

を
大
幅
に
減
少
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
輸
血
の
効
果

と
安
全
性
を
高
め
る
た
め
に
必

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

献
血
で
知
る

　
　
あ
な
た
の
健
康

　
献
血
さ
れ
た
血
液
は
、
輸
血

用
と
し
て
安
全
か
ど
う
か
確
認

す
る
た
め
い
ろ
い
ろ
な
検
査
を

し
ま
す
。
ま
た
献
血
者
に
も
検

査
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
健
康
管
理
に
大
変
役
立
ち
ま

す
。

一
世
帯
で
一
人

　
　
一
年
一
回
の
献
血
を

　
過
去
五
年
間
の
村
内
の
献
血

状
況
は
次
の
と
お
り
、
昭
和
六

十
年
度
の
五
百
十
三
人
を
ピ
ー

ク
に
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
昭
和
六
十
一
年
度
よ
り

四
百
鵡
献
血
が
始
ま
っ
て
か
ら

は
、
献
血
者
が
急
減
し
ま
し
た
。

移推の者血献　
な
お
、
献
血
回
数
三
十
回
以

上
の
功
労
者
は
別
表
の
と
お
り

で
す
が
、
こ
の
人
た
ち
の
血
液

供
給
量
は
、
二
十
二
万
九
千
八

百
配
に
も
お
よ
び
村
内
に
お
け

る
献
血
量
の
約
三
年
分
に
相
当

し
ま
す
。

　
献
血
は
だ
れ
に
で
も
参
加
で

き
る
ボ
ラ
ン
テ
ア
活
動
の
一
つ

で
す
。
一
人
で
も
多
く
の
み
な

さ
ん
か
ら
献
血
に
ご
理
解
い
た

だ
き
、
一
世
帯
で
一
人
、
一
年

一
回
を
目
標
に
ぜ
ひ
ご
協
力
く

だ
さ
い
。
な
お
、
七
月
二
十
六

日
保
健
セ
ン
タ
i
前
で
実
施
し

ま
す
。

㍗蕪簸 、藁、徽、．

昭59 一484人

60 513

61 428

62 352

63 356

液が少なくなると心配する人も

いますが、全くその影響はあり

ません。進歩を続ける現代医学

でも作れないのが人間の血液で

す。健康な成人であれば、だれ

でも協力できる小さなボランテ

ィアだと思います。みなさんも

自分と人のために進んで献血し

てみてはいかがでしょうか。

　　　　献血で健康を

ン、　　確かめています　鳶

　　　　興味本意で始めた献血も、今
　ヤー1　では「自分の健康管理に役立て

　　　ながら少しでも社会に奉仕でき

　　　れば」と思い続けながら51回に

　　　なりました。
さん　　献血によって病気の感染や皿

恥　、　　　戸

桑原秀一 山　崎 54

富井利明 市之越 51

富井一男 〃 45

吉楽芳広 宮　中 43

吉楽隆司 上　山 42

桑原一男 荒　屋 39

樋口秀雄 〃 38

高橋重恭 上　山 37
高橋富。夫 宮　中 37

鐙野寅治 東田尻 36

広田洋一 干　溝 35
井ノ川明子 田　中 34

広田栄次郎 〃 34

杉谷清六 荒　屋 34

藤巻一政 鷹　羽 34
太嶋正司 白羽毛 34

樋ロヒサ 通り山 33

石沢義雄 田　中 32

藤田寿平 宮　中 32

外山新吾 鷹　羽 31

村山源一 東田沢 31

広田弘二 荒　屋 31

樋口房一 通り山 31
井ノ川一司 如来寺 31

井口清一 上　山 30
中島寿一 堀之内 30
井之川勝一 如来寺 30

山本勝久 小　出 30

上原一男 上　山 30

井之川求 〃 30

吉楽芳弘 〃 30
山田常三郎 桔梗原 30

広田朝一 干　溝 30広田朝一　干溝　30　布之越
※村内で献血した人（4月1日現在）富井　利明

ス
ポ
ー
ツ

田
沢
ジ
ャ
ニ
ー
ズ
が
圧
勝

　
　
　
　
　
　
　
　
少
年
野
球
大
会
中
魚
沼
予
選
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
三
回
県
少
年
親
善
野
球

おめでとう、田沢ジャニーズのみなさん

大
会
中
魚
沼
郡
予
選
会
が
六
月

十
八
日
、
中
里
中
学
校
グ
ラ
ン

ド
を
会
場
に
行
わ
れ
、
中
里
村

代
表
の
田
沢
ジ
ャ
ニ
ー
ズ
が
決

勝
で
川
西
町
代
表
を
大
差
で
破

り
初
優
勝
し
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
各
町
村
で
勝
ち

　
　
　
　
　
　
ゆ

進
ん
だ
四
チ
ー
ム
が
出
場
し
、

梅
雨
空
の
下
で
熱
戦
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。

〈
結
果
〉

一
位
田
沢
ジ
ャ
ニ
ー
ズ

ニ
位
　
中
津
川
イ
ー
グ
ル
ス

三
位
　
倉
俣
ジ
ュ
ニ
ア
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

〃
　
橘
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

中
里
中
が
大
健
闘

◎
六
月
十
五
日
、
第
39
回
十
日

町
市
・
中
魚
沼
郡
中
学
校
陸
上

競
技
選
手
権
大
会
が
十
日
町
市

陸
上
競
技
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
中
里
中
学
校
は
、
他
校
に
引

け
を
取
ら
ず
、
五
つ
も
大
会
新

を
出
す
な
ど
大
健
闘
し
ま
し
た
。

　
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す

が
五
位
ま
で
中
越
大
会
に
出
場

さ
れ
ま
す
。
順
位
○
は
大
会
新

▼
男
子

郡
市
陸
上
大
会

郡
市
球
技
大
会

（
種
目
）
（
順
位
）

二
百
灯
　
五
位

八
百
訂
　
一
位

千
五
百
眉
O
位

　
　
　
三
位

三
千
灯
　
㊤
位

　
　
　
五
位

砲
丸
投
　
二
位

J
・
百
灯
e
位

　
　
　
　
三
位

J
キ
五
亘
二
位

　
　
　
（
学
年
）

斎
藤
紀
彦
③

富
井
徹
②

斎
喜
直
③

富
井
徹
②

斎
喜
　
直
③

村
山
太
一
②

藤
ノ
木
和
人
③

高
橋
裕
彦
①

樋
口
正
晴
①

樋
口
正
晴
①

ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
二
位
　
山
本
明
宏
①

▼
女
子

八
百
㌶
（
㊤
位
竹
藤
さ
ゆ
り
②

千
五
百
訂
O
位
竹
藤
さ
ゆ
り
②

ゴール目指し全力で走る選手

　
　
　
六
位
　
井
口
寿
恵
②

砲
丸
投
　
三
位
　
斎
喜
裕
貴
③

J
六
百
麿
四
位
　
村
山
明
子
①

◎
ま
た
、
六
月
二
十
二
、
二
十

三
日
に
行
わ
れ
た
郡
市
中
学
校

球
技
大
会
で
は
、
前
評
判
の
高

か
っ
た
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
が
順
調
に
勝
ち
進
ん
で
優
勝

し
、
中
越
大
会
ヘ
コ
マ
を
進
め

ま
し
た
。
な
お
、
こ
の
ほ
か
、

排
球
、
卓
球
、
男
子
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
と
も
に
善
戦
し
ま
し

た
が
、
お
し
く
も
優
勝
な
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

県
青
年
大
会
中
魚
沼
郡
予
選
会
で

　
バ
ス
ケ
ツ
ト
ボ
ー
ル
勝
ち
進
む

　
六
月
十
一
日
、
津
南
町
を
会

場
に
第
3
7
回
県
青
年
大
会
中
魚

沼
郡
予
選
会
が
行
わ
れ
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で
中
里
村
チ
ー

ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。
結
果
は

次
の
と
お
り
。

▼
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

一
位
樋
中
里
村
・
二
位
“
川
西

町
　
三
位
“
津
南
町

▼
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子

一
位
睦
川
西
町
　
二
位
”
中
里

村
三
位
”
津
南
町

▼
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子

一
位
聴
津
南
町
　
二
位
“
中
里

村▼
野
　
球

一
位
”
川
西
町
　
二
位
“
中
里

村

常勝バスケット、今年も勝つ

見
つ
か
つ
て
ほ
し
い

　
　
　
空
か
ら
温
泉
探
し

　6月23日、のどかな村の上空を1墓のヘリコ

ブターが一目中飛び回りました。これは￥村が

東京にある日本農林へIJコブター㈱に依頼し、

上空から温泉探しをしていたものです。地上か

ら出るガンマー線を分析し探す方法で，村内の

3地区を調査しました。現在テータを分析中で

すが、湯脈が見つかってほしいものです。

諺謬デ懲極患
　「やってみたいな・私の夢」に461件

　一億円の使い道をみなさんから考えてもらお

うと、ふるさと創生のアイディア募集した結果、

小中学生が対象の「やってみたいな・私の夢」

の応募総数は461件でした。

　小学生304件、中学生157件で7月中旬までに

優秀なアイディアを選定し、今年度中に夢を実

現します。ご協力ありがとうございました。

　なお、「村民みんなグ願う夢」の二次募集と

　「仲間と一緒につくる夢」の募集締め切りは、

　7月20日です。村づくりのために、みなさんふ

るって応募してください。

平成元年7月10臼広報噸かマ～7



1
へ
婿
、
、’

⑪

土倉分校2年生
志田　さゆりさん

　わたしのすんでいる士くらは、

春になるとさんさいが、たくさん

とれます。その中で、一ばん早く

めをだすふきのとうやあぶらこご

め、つくしをいつばいかきました。

樋口大棋くん（2歳）⑪
芳彦・恵子夫妻の長男（通り山）

　ぽくの名前ま、“だいき”っていう

んだ。ぽくとっても人なつっこく

て、家に来るお客さんと、すぐ友

だちになつて一緒におもちゃで遊

ぶんだ。あと、機械が大好きで家

にある電子レンジやステレオをい

つもかまっているよ。お田さんは、

元気でのびのびと育ってほしいん

だつて。

金賞50点の中に選ばれた、村山さん㈲と小林さん㈲の作品

「
未
釆
の
科
学
の
夢
」
絵
画
展
で

　
　
　
田
沢
小
二
人
み
ご
と
金
賞

五
百
万
石
は
、
昨
年
村
全
体
で
七
十
三

戸
の
農
家
が
約
三
十
八
珍
作
付
け
し
て

い
ま
す
。

感謝状を受ける受賞者

　
社
団
法
人
発
明
協
会
主
催
の
「
未
来

の
科
学
の
夢
絵
画
展
」
で
、
田
沢
小
学

校
の
小
林
真
知
子
さ
ん
（
四
年
）
と
村

山
愛
さ
ん
（
六
年
）
が
金
賞
に
輝
き
ま

し
た
。
こ
の
絵
画
展
は
、
子
ど
も
の
持

っ
て
い
る
未
来
へ
の
夢
や
探
究
心
、
創

造
力
を
伸
ば
す
一
助
と
し
て
自
由
な
発

想
や
純
粋
で
素
朴
な
心
を
絵
に
表
現
し

て
も
ら
お
う
と
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の

で
、
全
国
一
四
、
二
〇
五
点
の
応
募
作

　
　
　
　
●

　

匹，
朴
木
沢
チ
ー
ム
優
勝

ー
村
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会
1

　
「
操
作
始
め
ノ
」
　
「
よ
し
ノ
」
大
き

な
号
令
と
と
も
に
、
想
定
し
た
火
元
ま

で
ホ
～
ス
を
伸
ば
し
た
り
納
め
た
り
し
、

そ
の
速
さ
や
正
確
を
競
う
村
消
防
団
ポ

ン
プ
操
法
競
技
会
が
七
月
二
日
、
田
沢

小
グ
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
村
内
か
ら
小
型
ポ
ン
プ

八
チ
ー
ム
、
自
動
車
ニ
チ
ー
ム
が
出
場

　
各
チ
ー
ム
と
も
に
キ
ビ
キ
ビ
と
意
気

の
合
っ
た
動
き
で
、
毎
晩
練
習
し
て
き

た
成
果
を
十
分
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

　
結
果
は
朴
木
沢
チ
ー
ム
が
優
勝
し
、

中
魚
沼
支
会
の
大
会
へ
と
進
み
ま
し
た
。

品
の
中
か
ら
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
小
林
さ
ん
は
、
「
天
気
の
悪
い
日
や
田

ん
ぼ
で
仕
事
を
す
る
時
、
長
靴
が
伸
ぴ

た
り
す
る
と
便
利
」
と
伸
ぴ
る
長
靴
を
、

ま
た
、
村
山
さ
ん
は
、
「
横
断
中
の
事
故

防
止
の
た
め
、
歩
行
者
用
の
信
号
機
が

青
に
な
っ
た
ら
ゴ
ム
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

が
出
て
き
て
歩
行
者
を
保
護
で
き
た
ら
」

と
ゴ
ム
製
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
書
き
ま

し
た
。
県
酒
造
組
合
が

　
酒
米
生
産
農
家
を
表
彰

　
こ
の
ほ
ど
中
里
村
農
協
で
、
酒
米
「
五

百
万
石
」
の
生
産
農
家
の
表
彰
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
中
越
地
区
で

上
位
等
級
米
の
出
荷
量
が
多
く
、
将
来

性
の
あ
る
酒
米
生
産
者
と
し
て
個
人
と

農
協
を
県
酒
造
組
合
が
表
彰
し
た
も
の

で
、
村
内
の
服
部
安
英
さ
ん
（
如
来
寺
）
、

斎
喜
盛
隆
さ
ん
（
倉
俣
）
と
中
里
村
農

協
に
感
謝
状
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
で
は
、
需
要
と
供
給
あ
バ
ラ
ン
ス

を
図
る
た
め
に
契
約
栽
培
さ
れ
て
い
る

〈
成
績
〉
▼
小
型
ポ
ン
プ
　
優
勝
“
朴

木
沢
　
二
位
“
干
溝
　
三
位
”
田
沢

▼
自
動
車
　
優
勝
”
第
一
班

優勝した朴木沢チーム

アメリカの幼稚園に鯉のぽり泳ぐ

役
場
職
員
の
自
主
研
究
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
“
チ
ー
ム
84
”
が
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
五
月
五
日
の
子
ど
も
の
日
、

ア
メ
リ
カ
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
タ
ホ
レ
ー
ク
幼
稚
園
に
中
里

村
か
ら
送
っ
た
大
き
な
鯉
の
ぼ

り
が
泳
ぎ
ま
し
た
。
美
し
く
大

き
な
鯉
の
ぽ
り
に
ア
メ
リ
カ
の

子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
と
、
新

聞
記
事
と
と
も
に
返
事
が
こ
の

ほ
ど
届
き
ま
し
た
。

　
こ
の
鯉
の
ぼ
り
は
、
役
場
職

員
の
自
主
研
究
グ
ル
ー
プ
「
チ

ー
ム
8
4
」
　
（
代
表
鈴
木
邦
俊
）

が
、
十
日
町
市
で
鯉
の
ぼ
り
を

製
造
し
て
い
る
堀
之
内
の
山
岸

角
太
郎
さ
ん
か
ら
提
供
し
て
も

ら
い
贈
っ
た
も
の
で
す
。

　
「
孫
子
に
誇
れ
る
村
づ
く
り
」

を
合
言
葉
に
活
動
を
続
け
て
い

る
同
グ
ル
ー
プ
は
、
中
里
村
の

子
ど
も
た
ち
に
広
い
視
野
を
身

に
つ
け
て
も
ら
お
う
と
、
ア
メ

リ
カ
の
タ
ホ
レ
ー
ク
幼
稚
園
と

村
の
保
育
所
と
の
交
流
の
仲
立

ち
を
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
交
流
の
き
っ
か
け
は
、

清
津
高
原
開
発
を
進
め
て
い
る

安
達
事
業
グ
ル
ー
プ
の
紹
介
で

始
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
に
中
里
村
側
か
ら

は
、
子
ど
も
た
ち
が
作
っ
た
ひ
．

な
人
形
や
鬼
の
面
、
絵
な
ど
を

贈
り
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
は
、
バ

レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
の
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
や
T
シ
ャ
ツ
な
ど
が
プ
レ

ゼ
ン
ト
さ
れ
て
い
ま
す
。

わたしの

9鎌
鋭

！9綴
　
ん
　
さ
　
子
　
紀

灘
辺
高
渡

神
奈
川
県
川
崎
市

　
先
日
、
竹
や
ぷ
二
億
数
千
万

円
で
有
名
に
な
っ
た
川
崎
市
高

津
区
よ
り
、
昨
年
十
一
月
に
嫁
い

で
来
ま
し
た
。
神
奈
川
と
い
え

ば
鎌
倉
幕
府
の
源
、
歴
史
的
に

も
由
緒
あ
る
地
で
す
が
、
東
京

の
隣
と
い
う
こ
と
か
ら
、
都
会

と
い
う
イ
メ
1
ジ
の
方
が
多
い

と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
今
で
も
か
や
ぷ
き
屋

根
の
家
や
、
田
ん
ぼ
・
畑
も
あ

る
古
風
漂
う
所
で
す
。
江
ノ
島

や
湘
南
に
は
夏
に
な
る
と
海
水

浴
で
人
が
集
ま
り
、
鎌
倉
で
は

春
は
花
見
、
秋
は
紅
葉
が
楽
し

め
、
自
然
に
も
大
変
恵
ま
れ
て

い
ま
す
。
天
気
の
良
い
日
は
西

側
に
富
士
山
を
は
っ
き
り
見
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
反
面
、
横
浜
や

横
須
賀
は
文
明
開
化
の
港
と
し

て
世
界
中
の
船
が
出
入
り
し
て

い
ま
す
。
わ
た
し
は
そ
ん
な
古

風
さ
の
中
に
も
文
化
と
未
来
を

秘
め
た
神
奈
川
が
大
好
き
で
し

た
。
偶
然
に
も
県
の
花
が
山
ゆ

り
で
、
中
里
村
の
花
と
同
種
類

で
し
た
の
で
何
か
つ
な
が
り
が

あ
る
よ
う
で
嬉
し
い
で
す
。

　
中
里
村
に
来
て
、
水
と
お
米

の
お
い
し
さ
を
毎
日
実
感
し
て

お
り
、
周
り
の
景
色
に
幸
せ
を

感
じ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

きっかけは……り創価学会です。お互い信者でし

　　　　　たので。ワ彼が高等部（高校生対象）

　　　　の教育を担当していて、たまたま弟の

　　　　家庭訪問で家に来たのが始まりです。

第一印象は……り明るくて素直な人だなあと思い

　　　　　ました。一目ぼれです。ワ結婚して子

　　　　　どもがいるものだと思っていました。

お互いへの要望は……りこれからも長所を全面的

　　　　　に出していってほしい。り家業が忙し

　　　　　くて仕事を休むひまがないけど、たま

　　　　　にはゆっくりと遊びに連れていっても

　　　　　らいたいです。

子育ての目標は…一噸自由奔放に育てたいです。

　　　　　けじめだけはきちんとつける子になっ

　　　　　てほしい。ワ正義感と思いやりがある

　　　　　子にと思っています。

村への要望は……り村をP　Rする意味でも、若者

　　　　　から年寄りまでが参加できる村をあげ

　　　　　ての行事を企画してはどうか。ワ遠く

　　　　　まで買い物に行かずに済むようになれ

　　　　　ばと思います。

り
服
部
健
治
さ
ん
國

ワ
　
　
弘
子
　
慌

平成元年7月10日広網なかマご9



二講

、ぐ』　箕1
’　P

　吉楽敦子さん
　　　　・纏熱認一

ノ櫛鐸歌
　十日町市のゴルフ場の本社（サ

ンライフ）で経理をしています。

趣味は、料理を作ることとドラ

イフ。性格は、めちゃくちゃ明

るくおしゃべりで、きれい好き

です。仕事から帰ってくると、

いつも家中をそうじしています。

夢は、子供が好きなのでベビー

用品や子供服の店を持つことで

す。理想の男性は、思いやりが

、深くて、家族を大切にしてくれ

る人。村への要望は、自然公園

をたくさん作ってほしいと思い

ます。

今月の納税と振替日

お鋤ら．管

運転者講習会のご案内

中里村交通安全協会では、今年も下

記により運転者講習会を開催します。

みんなで参加し交通安全に対する認識

を新たにしましょう。

期日 対象地区 会　　場

7／26㈱ 倉俣地区 倉俣生活改善センター

7／27休） 貝野地区 貝野多目的集会施設

7／28㈹ 清津峡地区 高道山小学校体育館

8／1（幻 田沢地区 中里村総合センター

※時間・＝各会場共午後7：30～9：3Q

受付＝午後7：00～

健康テしワォンサービスを開始

智52－6015一十日町保健所一

　7月1日からテレフォンサービスを

行っています。午後5時から午前8時

30分まで次のことが聞けますので、ご

利用ください。

7　月　　8　月　　9　月

月 ペット病について

火 健康づくりと食べもの

水
　　　　『
つっが虫病予防1　オーム病について
　　　　｝

木 感　染　症　情　報

金・土・日 ワンポイント育児・療育相談PR

　なお、サイレン・スピーカーに気づ

かなくても増水してきたら急いで退避

するようにしてください。

つぎのようなときは増水が早いので

十分注意してください。

1＞台風などによる集中豪雨で河川が増

水し、ダムから放流するとき。

〉発電所の設備が故障し、調整池（浅

河原・山本〉の余水路から放流する

　とき。

子どもたちだけの川遊びは非常に危険

です。危険な遊びを見かけたら一声注

意して、子どもを水の事故から守ぴ）ま

しょう。

　　　　　J　R信濃川発電所

■固定資産税　　　（7月31日）

■国民健康保険税　（7月31日）

■国民年金保険料　（7月25日）

■保育料　　 （7月25日）

■水道料　　　（7月25日）

初心者のためのワーブロを学ぶ

津南高校開放講座

ビールパーティー

BEER　FARTY

信濃川の増水にご注意！

　J　R信濃川発電所では、河川におけ

る水難事故防止のため、宮中取水ダム

から小千谷発電所までの信濃川沿岸に

ダム放流警報用サイレン・スピーカー

を設置してあります。ダムから放流す

るときには警報しますので、早めに安

全な場所に退避してください。

津南高校では、初めてワープロやパ

ソコンを使用する人を対象とした講座

の受講生を募集しています。

■日時　9月5日（幻～10月24日（帰まで

の週2回（火曜・木曜）で午後7時
～9時。

●定員　60人〈多数の場合抽選〉

■費用　テキスト、教材費等2，500円

■応募方法

郵便はがきに、氏名、性別、年齢、

住所、職業、電話番号を記入し、津

南高校「初級ワープロ講座係」へ申

　し込みください。（締切は8月5日）

危険物取扱者

　保安講習会のご案内

夏！アワ～逢えた6・・

日時8月5日仕）
　　　PM6：00～9：00
会　場　中里村総合センター

参加費　1，500円

　　　（チケット前売）

主催ソフイア

昨年よりもさらに

　　　　Power　UP〃

チケットの取り扱い、お問い合わせは

中里村公民館　斉喜まで

　（TEL63－2493）

ただ今

工事中

■対象者　　　　　　　　ノ
　危険物取扱者免状所有者で、現に

危険物の取扱作業に従事している人、

また、免状所有者で希望する人b

■日時　8月29日（幻午後1時から。
■会場　十日’町市　タロステン

■申込期間　7月13日㈲～7月20日休）

詳しくは、十日町地域消防本部予防

課へ。雪57－1555

工　事　名 場　所 工事費 業　者 完了予定日

如来寺地区第1次ほ場整備 如来寺 　　万円
1，452 高幸建設㈱ 9月16日

重地構造改善センター建築 重地 2，518 鈴木木工 9月16日

田代地区第3次ほ場整備 田代 8，394 ㈲鈴木土建 12月26日

林道小出田代線舗装
ノ』・出

清田山 1，854 上越舗道㈱ 10月13日

倉俣小校舎大規模改造 倉俣 3，090 藤田木材㈲ 10月7日

林道阿寺線開設 阿寺 473 石光建設 9月16日

林道西方線開設 西方 855 大村建設㈱ 10月24日

芋川多目的集会施設建築 芋川 1，642 東木材 10月4日
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　　　　　　　ラ凋輝雛捜票日です
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知事選・参院補選の村内投票率状況〈各投票所別〉

　　　　　　　　　　　　知事選　　　98・18
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中体高東開清・i．倉善重田善貝宮発東改市業新セ清冬中津川

鷲戦繕醤繕ll辮1麟譜

●飲酒運転検挙者数　2人

●無免許運転違反者数　4人

●事故発生件数　　　　8件

●死亡事故ゼロ　　　87日

　　　　　（6月末累計）

善意をありがとう

　山崎　井ノ川平八さん　5万円

　干溝　広田　富男さん　3万円

　小原　樋口　益夫さん　3万円

　荒屋　服部　繁昭さん　5万円

1前6醐田代七ッ釜まつり

・じかん午前10時～午後3時　・ばしょ田代七ツ釜

神楽の上演、腕ずもう大会、金魚すくい、山菜汁無料

サービスなど催しが盛りだくさん。

嘔翁酬中里村民体育大会

・じかん午前9時～午後3時・ばしょ中里中グランド

子どもからお年寄りまでだれでも参加できる種目がい

っぱい。各チーム、優勝旗めざし、ガンバレ！

村民芸能祭、今年は9月17日です。ただいま出演者募集中。問い合わせは村公民館へ費63－2493
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